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はじめに
　日本に留学して、まず日本語を習得したうえで、日本に関する幅広い知識を吸収し、さらに日本
の生活文化や社会の仕組みについて学び、将来は日中・日韓両国に関わる仕事をしたいと願う留学
生は多い。
　本学においても、英語科には多数の中国 ･韓国及び東南アジアからの留学生がおり、食物科にも
日本の食文化を学び修得しようとする男女留学生が在学している。
　これらの留学生が所期の目標を達成し、将来、活躍できる職業人にまで高める教育はどのように
すればいいか、英語科のカリキュラム編成上での工夫や各授業時間における学習展開の在り方の工
夫などの取り組みをしてきた。
　しかし、留学生の実態を観察するとき、どうしても留学生同士の集団的な行動が多く、日本人の
中に深く入り込んで、日本人の考え方や日本的な心に触れる場がもたれていないことに気付かされ
た。このようなものの考え方や心情的な部分の理解には、言葉による説明を聞くだけではどうして
も理解が浅く、体験を通した理解によって深まることが多いものである。
　このような観点から、ホームステイの実施は非常に有効であろうと考え、実施に踏み切った。
幸いに学校周辺町内の理解が得られ、期待どおりのホームステイが実施できた。ここに、計画の段
階から、実施結果の調査集約までを報告し、今後、さらによりよいホームステイへ発展させていく
にはどうしたらよいかを考察してみたい。
Ⅰ．調査研究の目的
留学生の教育効果を高めるという大きな目的があるが、その目的を細かく箇条書きすれば次の
ようなことが考えられた。
（1）	日本語会話の授業で習得した日本語力を活用して、その定着を図ることについての有効性を検
証する。
（2）	日本の文化について学習した内容について、その理解を深め確認をすることが、どの程度可能
であるか検証する。
（3）	留学生の日本語及び日本文化吸収についての興味 ･関心を高め、さらなる学習意欲の向上にど
の程度寄与できるか検証する。
　しかし、今年度は初年度ということもあり、いかに円滑な計画・準備の下で問題なく実施するか
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という観点から、実施記録をきちんと残し次年度以降の実施に役立てることとした。
Ⅱ．留学生のホームステイの実施記録
１実施計画
　ホームステイの企画から実施までの過程
　ア趣旨、目的、方法、内容について検討した。（英語科会議 20 年	7 月 25 日）
　イ実施に向けての具体的な方法等を検討し基本線を決定した。（英語科会議 20 年 10 月３日）
　ウ実施要項及び実施の手順について確認した。（英語科会議 20 年 11 月 14 日）
　エ椎木町公民館長と本行事実施要項について協議した。（館長宅にて 20 年 12 月	1 日）
　オ椎木町役員に実施計画書を提示して協力を求めた。（地域学校連絡会 21 年 5 月 19 日）
　カ具体的な実施計画について協議し、実施を決定した。（英語科会議 21 年 6 月 26 日）
　キ公民館長にホストファミリーの募集のチラシ配布を依頼した。（21 年 6 月 29 日）
　ク応募してくれたホストファミリーを集約した。（21 年 9 月 1 日）
　ケ各ファミリーに実施希望期日の調査をした。（21 年 9 月 25 日）
　コ留学生にホームステイ参加希望調査をした。（21 年 9 月 28 日）
　サ希望した留学生を各家庭に割り振りし、事前説明をした。（21 年 10 月 2 日）
　シ留学生にホームステイの心得や留意事項について事前指導をした。（21 年 10 月 6 日）
　ス最終確認（家の確認・事前連絡 ･準備等）をした。（21 年 10 月 9 日）
　　実施　第一団　10 月 10 日（土）〜 11 日（日）2家庭へ 4人
　　　　　第二団　10 月 17 日（土）〜 18 日（日）2家庭へ 4人
２事前準備
　①趣旨 ･目的・具体的な方法・内容 ･留意事項を明確にする。（下記のように確認書（実施要綱）
を作成した・
　　　　「留学生一泊ホームステイ」実施確認書　　　　　長崎短期大学
　本事業については、受け入れ家族と学校の双方がその趣旨・目的等を理解し賛同を得た上で実施するこ
とにいたします。　実施にあたっては、下記の実施要領に拠りますが、詳細な部分で疑問点等があった場
合は双方で話し合い納得の上で実施させていただきたいと願っています。
　＊紙面の都合で以下は記載されている項目だけに留める。
ホームステイ実施要項
（1）目的　①日本人と留学生との交流を通して相互理解を深める。
　　　　　②留学生に日本の庶民生活を体験してもらい、日本の生活文化を理解する一助にする。
　　　　　③お互いの言語を学びあいコミュニケーションの場とする。
（2）実施計画　1)	21 年度試行的実施　	2)	22 年度実施　3)	23 年度〜本格的な実施　
（3）実施時期　随時、ホストファミリーの都合のよい日時に設定する。
（4）実施方法
（5）実施上の確認事項
　　1)	実施形態　　2)	実施時期をどのように設定するか。　3)	生活スタイル（経験事項）の例示
　　4)	経費の負担　5)　実施の過程
　　6) 学校側の連絡窓口：ホームステイ実施委員会を設けて、外部からの窓口を一本化。
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（6）実施にあたっての留意事項
　　1) 留学生の留意事項　　2) ホームステイ家庭の留意事項　　3) 学校（教職員）側の留意事項
　　4) 実施にあったての経費	　	食事代やクリーニング代の補助として 2000 円を補助
　　5) 実施記録等　実施した結果アンケート調査をして、記録を取っておき改善につなげます。
　　　①学生アンケート　　②ホストファミリー・アンケート
　　6) 連絡会　必要により短大と公民館（館長 ･ホームステイ担当者）との連絡会をもつことにします。
　　7) その他　「学生教育研究災害傷害保険」・何か問題があった場合、
３留学生のホームステイ事前・事後指導
　第１回の留学生ホームステイを、有意義な行事として是非成功させたい。そのためには、その目
的をよく理解したうえで、ＴＰＯ（時・場・場合）を心得た適切な会話や行動や態度をとることが
望まれます。そのために、下記のように事前・事後指導をした。
（1）事前指導計画
月・日 ･曜日 伝達指導事項 学生の準備 備考
10 月２日（金）
12:00 〜 12:30
目的の理解　ホストの確認
事前打ち合わせ　（訪問 ･電話）
①事前調査
②自己紹介文書
ホストに渡す書類①事前調
査②事後調査③実施費用
10 月６日（火）
12:00 〜 12:30
準備（品）についての確認
日本人の生活習慣・挨拶 ･食事 ･風呂 ･睡眠
10 月９日（金）
12:00 〜 12:30
最終確認　①各家庭訪問時刻の確認
②持参品の確認
緊急時の連絡
10月12日（月）
12:00 〜 12:30
事後指導①反省会　②お礼状書き
③今後について
（2）基本的な心得についての指導内容　＊紙面の都合で項目のみ記載
①基本心得〜こんなときどうする？
　ア	会話＜言葉づかい＞　　　		イ	挨拶　　　　　ウ	動作・行動 ･態度
②食事
　ア	準備　　　イ	食事中　　　ウ	後片付け
③準備持参品
④緊急事態がおきた場合の連絡窓口　（各関係教職員携帯電話番号）を確認。
⑤お礼　　学校から実施費を差し上げているので、個人での謝礼 ( お金や品物 ) などは不要。
　　事後なるべくはやくお礼状を書いて郵送。
　
Ⅲ．調査結果
　調査は留学生とホストファミリを対象に、ホムステイ実施直前の事前調査と実施直後の事後調
査及び 3ヶ月後の追跡調査の３回実施した。その調査結果の詳細は紙面の都合で割愛し、調査結
果の要点のみを記載し考察を試みた。
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（１）事前調査
A　事前調査結果
①調査１－ホームステイを実施する留学生７名に対する事前調査－
1）ホームステイに対する期待度・・　ア大いに期待４人 57%　イ期待している３人 43%
2）期待の内容　・ア日本の家庭料理５人 71％　　　イ日本の生活習慣の体験　３人 43％
　〔複数回答〕　　ウ日本についての会話１人 14％　エ自国についての会話　１人 14％
3）どんな不安があるか	　ア自分の考えを日本語で話して通じるか		3 人 43%
	　	〔複数回答〕							　　　イ生活習慣の違いで困ることがないか			4 人	57%
																					　　　　　ウ通の話題として何を話したらいいか		１人 14%
　　　　　　　　　　　　オ共通の話題として何を話したらいいか　１人 14%
4）行く前に何か特別に準備したものがありますか
　　ア何も特別には準備はありません	・・・・・・4人 57%
　　イ特別に準備したものがある。・それは何ですか	3 人 43%　＊自国のお土産品
5）行く前にホストファミリーと連絡をとりましたか。
　　ア連絡をしました　　　４人・・自分から（　１　）回　　　ホストから（　０　）回
　　イ連絡はしていません　３人・・Ａ同伴者が連絡した（３）　ホストから（　０　）回
6）持参する予定の物は何ですか。（あてはまるものに○をつける。）
　カメラ－４人　電子辞書―５人　携帯電話―７人　本―１人　タオル－５人　歯ブラシ－５人　
　着替えの下着―５人　化粧品―５人　着替える上着―５人　お菓子―１人　その他（　写真　）
7）特別に尋ねて確認しておきたいことがあれば書いてくだい。　
　　（特別に記載はなかった。）
②調査２－ホストファミリー対象４世帯に対する事前調査－
1）－ 1ご家庭でのホームステイについての期待の程度はどの程度ですか。
　　　　ア大いに期待　１人　25％　　　イ期待している　３人　75％
1）－ 2　最も期待感が大きいのは誰ですか　　父親１人　25％　母親１人　25％　夫婦１人　25％
1）－ 3　ホームステイを受け入れをどのようにして決めましたか
　　　　ア家族の話し合いで　３人　75％　　　イお父さんの意見で　１人　25％
2）期待しているとしたら、どんなことに期待していますか。〔複数回答あり〕
　　　　ア留学生と一般的な会話　2人 50%　　イ日本についての考えを知る	1 人	25%
　　　　ウ外国と日本の文化についての比較		2 人 50%
3）不安があるとしたら、どんな不安がありますか。
　　　　ア自分の考えを日本語で話して通じるだろうか	1 人	25%
　　　　イ生活習慣の違いで困ることがないか		　　1人 25%
　　　　ウ日本の家庭料理を食べるだろうか　　							1 人 25%
　　　　オ共通の話題として何を話したらよいか　	２人 50%
4）迎え入れる前に何か特別に準備したものがありますか
　　　　ア何も特別な準備はない	３人 75%	＊興味がわき中国旅行をした・
　　　　イ特別に準備したものがある。・それは何ですか　１人	25%	　＊寝具類
5）迎える前に留学生と連絡をとりましたか。
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　　　　ア連絡をしました　自分から１回　２人　　留学生から１回　３人
　　　　イ連絡はしていません		Ａ自分からはしていない　１人
6）受け入れるホストファミリーとして、留学生に準備して持参してほしい物がありますか。
　　　　ア洗面用具等（タオル・歯ブラシなど）　１人　　イ寝間着（パジャマ）着替え　１人
7）事前に尋ねて確認しておきたいことがあれば書いてくだい。　
　　　　・趣味について事前にわかっていた方が接待の際に参考になる。
B　事前調査結果についての考察
　①　ホームステイに対する期待感は、ホームステイを希望する学生やホストであっただけに期待
感が大きかったのは当然の結果と思われた。
　②　期待感の内容については、留学生が日本の家庭料理や生活習慣の体験をあげているのに対し
て、ホストは留学生との様々な会話を通して日本と異なる文化の理解をあげている。
　　　ＴＶをはじめとする情報機器の発達で、異文化理解はある程度はできているようであるが、
直接体験による理解の期待感は大きいようである。
　③　実施前の不安感については、留学生が生活習慣の違いで困ることがないか、自分の日本語が
通じるかという不安感が大きく、ホストについては共通話題としてどんな話しをしたらよいか、
またその内容が日本語で十分に伝えられるかという点にあったようである。
　④　事前の連絡については、留学生もホストも電話で連絡しあって、十分に了解が得られていた
ようである。学校の担当教員が各家庭を訪問して、情報交換していたことも不安感の解消に役
立っていたようである。
　⑤　事前に特別に準備したものについては、双方とも大きなものはなかったようである。ただし、
１家族だが事前にこの際中国を理解しておきたいとの思いから、中国旅行をしてきた例があっ
た。
（２）事後調査
A　事前調査結果
①　調査３－留学生について実施後の調査結果－
1）あなたのホームステイの満足の度合いはどの程度ですか。　大いに満足　		100%
2）満足しているとしたら、どんなことにどの程度の満足でしたか。
５大満足 ４満足 ３普通 ２不十分 １不満足
ア日本の家庭料理 ５人 71% ２人	29%
イ日本の生活習慣の体験 ４		57 ３			43
ウ日本についての会話 ３		43 ３			43 １人	14％
エ自国についての会話 ４		57 ２			29 １		14
オその他ダンスをおばあさんに習う ２		29
3）行く前の不安は結果的にはどうでしたか。
　ア自分の考えを日本語で話して通じましたか・
ア十分に通じた １人 14% イほぼ通じた ６人 86% ウあまり通じなかった
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　イ日本人の話を聞き取ることができましたか・
ア十分に聞き取れた ２人 29% イ大体聞き取れた ４人　57% ウあまり聞き取れなかった １人　14%
　ウ生活習慣の違いで困ることがなかったですか
ア全くなかった ６人　86％ イ少しあった １人　14% ウたくさんあった １人　14%
　エ日本の家庭料理を食べることができましたか
アみんな美味しく食べた ７		100% イみんな食べた 0 ウ食べない物があった 0
　オ共通の話題として主に何を話しましたか　
　Aなぜ日本に来たか　　　　　B人間関係や仕事のこと　
　C中華料理について　　　　　D日本の生活と三国の生活は異なっている。
カその他の不安だった事（　　　　　　　　）はどうでしたか
ア全く心配なし ３人　43% イ少し心配 0 ウ大いに心配 0
　心配した事例＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞
4）行く前に特別に準備した物事がありましたか、また、それは役に立ちましたか。
　①特別な準備品（ア　有り＝３人　　　イなし＝４人　　　　）
　②役に立ちましたか（ア大いに役に立った＝ 0　イ役に立った＝４人　ウあまり役に立たなかった＝１人）
5）－ 1事前の打ち合わせは十分でしたか。
　　ア十分に連絡できた＝１人　　イ大体連絡ができた＝６人　　ウ連絡不足であった
5）－ 2今後も連絡をとって訪問したい気持ちはありますか。
　　ア大いにある（機会を作って行きたい）＝５人　イ機会があれば行きたい＝２人　ウ訪問したいとは思わない＝ 0
6）持参して役に立った物は何ですか。（役に立ったものに○をつける。）
　　カメラ　２　　　　電子辞書　４　　　　携帯電話　５　　　　本　１
7）事前指導について
　事前指導は十分でしたか・（ア十分でした　５　イ大体よかった　２　ウ不足であった　0）
8）全体的な感想を書きなさい。（代表的な感想）
　A皆さん私たちに気を使って一日過ごしました。
　　北海道に行きたいと言ったら、スタッフの友達を紹介してくださいました。
　Bいろいろな体験は初めてで、本当に素晴らしいホームステイです。先生と皆さん、ありがとうございました。
　C日本人と中国人とミャンマー人が力を合わせて餃子や親子丼を作ってスタッフと一緒に食べたり話したりし
ました。人がいっぱいでパーティーみたいで本当に楽しかったです。
　D初めてホームステイを体験して、すごくおもしろかった。
　　ホームステイ最高です、もう一度したい。
　Eホームステイが楽しかったです。好きな食べ物食べて、着物を着て。旅行へ行ってうれしかったです。
　Fホームステイの日本人夫婦はやさしいです。いろいろな相談や体験が楽しかった。
②　調査４－ホストファミリーについて実施後の調査結果－
1）ご家庭でのホームステイは期待したとおり（満足感）でしたか。ア全く期待どおり３人　75%
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ大体期待どおり１人　25%
1）－ 2最も満足感が大きかったのは誰ですか　　ア母親４人 100%　　イ父親３人	75%
1）－ 3	ホームステイでのいろんな活動（行動）を誰が全面的に取り仕切ったのですか
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　　ア家族で話し合って		３人　75%		　　イお父さんの意見で			１人　25%																																									
２．次の事は期待通りにできましたか。　　　　　
	
Ａ十分にできた Ｂ大体できた Ｃ殆どできない
ア留学生との一般的な会話 ３人　75% １人　25%
イ留学生の日本についての考えを知る ３人　75% １人　25%
ウ外国と日本の生活文化についての比較 ２人　50% ２人　50%
エ日本についての正しい理解をしてもらうこと ２人　50% ２人　50%
オその他（　目的の達成度　）について 4人　100%
B　事後調査結果についての考察
　1）　留学生もホストもともに、所期の目的が十二分に達成できたと評価している。これは双方が
趣旨を十分に理解したうえで、お互いに有意義なものにしたいという気持ちの一致があったか
らだと思われる。
　2）　満足の内容をみるに、日本料理・生活習慣・会話のどの部分においても、大満足ないし満足だっ
たと評価している。事前の不安感は全く消滅し、会話は双方で問題なく理解し合い、生活習慣
の違いも何も問題になっていない。
　3）　今後も訪問したいか、という問いに＜ア大いにある＝５人　イ機会があれば行きたい＝２人
＞という回答に評価の結果が集約されているとみてよいと思われた。
③　調査５－追跡調査　（留学生７人）－
　その後の交流はどうなったのだろうか、また、来年度実施するにあたって、より充実した内容に
するにはどうすればいいか、年度末の１月末に追跡調査をした。
A　追跡調査結果
１．ホームステイの家族とその後何らかの連絡や面談などがありましたか。
①電話で話したことがありますか。
ア話した
イ話していない
５人　71％
２人　29％
1 回３人 60% 2 回以上２人 40%
②手紙（葉書）のやり取りはありましたか。（当てはまるものに一つだけ○）
A1自分から手紙（はがき）を出した　
A2自分からはだしていない
B1ホストから手紙が来た
B2手紙はホストから来ていない
C1来た手紙に返事を出した
C2手紙が着たが返事を出していない
２人　29％
３人　42％
２人　29％
０人　0％
０人　0％
０人　0％
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２．その後にホストファミリーへの訪問をしましたか　（当てはまるものに一つだけ○）
ア自分から訪問した
イ招待されて訪問した
ウ招待がなかったので訪問していない
エもう一度訪問したいとは思ったが機会がもてなかった
オ特別には訪問しようとは思わなかった
０人　0％
２人　29％
０人　0％
５人　71％
０人　0％
3.	もう一度訪問するとすれば、どんな機会に訪問したいですか（当てはまるものに一つだけ○）　
ア家族の誕生日に
イXmas に
ウお正月に
エその他（具体的にどんなときに）	
３人　43％
２人　29％
１人　14％
１人		14％
（帰国する前に）
４．もう一度訪問するとしたら、どんなことに期待したいですか
ア家族との会話
イ日本の食事
ウ家族との行楽地行き
エ一緒に行事をする
オその他
２人　29％
０人　0％
０人　0％
４人　57％
１人　14％
具体例：最近のバイトのこと　たくさん話したい
具体例：	
具体例：九十九島
具体例；料理を作ること	3
具体例；すきやき　たこやき　すし
５．来年度ホームステイを計画すときに考えてほしい意見をお聞かせください。
(1) 第１回の時期はいつ（何月）ごろがいいでしょうか　　　　　
5月　２人 8月　１人 9月　１人 10 月　２人
(2) 対象学生はどうでしょうか　
①学年
ア 1年生だけ
イ 2年生だけ
ウ 1年生でも
０人　0％
０人　0％
７人　100％
②男女
（今年は女子に限定しましたが）
ア女子だけ
イ男子だけ
ウ男女どちらもよい
０人　0％
０人　0％
７人　100％
(3) 実施日数はどうですか　　　　　　　　　　　　(4) 訪問回数はどうですか　
ア 1日だけ（宿泊なし）
イ１泊 2日
ウ２泊３日
エ３泊４日以上
０人　0％
４人　57％
３人　43％
０人　0％
ア１回だけ
イ 2回だけ
ウ３回
エ定期的に複数回
１人　14％
４人　57%
０人　0％
２人　29％
(5) 事前に準備 ･指導をお願いしたいことがありますか。
①日本の風俗習慣のことで ５　和食について　和菓子について　風俗習慣を調査
②言葉や会話のことで ２　両国の差異	ていねいな話し方
③ホストファミリーのこと １			家族構成　職業　その他
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６．ホームステイの制度を回数も範囲も拡大するとしたら、あなたは何を期待しますか、期待度の
　　高いものから順番をつけて３つ①②③を選びなさい。
　　ア日本語の習得・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・＜③②③　②①　71%＞
　　イ日本人の考え方の理解・・・・・・・・・・・・・・・・・＜①①②①①　　71%＞
　　ウ自分たち外国人の考え方や自国について理解してもらう・・＜②③①②③②　86%＞
　　エ留学して生活上で悩んでいることの解決のための助言・・・＜　　　＞
　　オ短大での学習上で悩んでいることの解決のための助言・・・＜　　　＞
　　カ卒業後の進路についての助言・・・・・・・・・・・・・・＜　　　　　③	14%＞
７．ホストファミリーを学校周辺の椎木町在住者に限定せず範囲を広げることにはどう考えますか。
　　ア学校周辺の椎木町に限定でよい・・・・・・・・・・・・・・＜　3　　43%　＞
　　イもう少し広げて学校から歩いていける範囲に拡大してもよい・・・＜　３　　43%　＞
　　ウ佐世保市内全域に拡大してもよい・・・・・・・・・・・・・	＜　１　　14%　＞
　　　理由；国際交流があって日本人をよく知ることができるから
８．ホストファミリー制度の拡大について次の考え方に賛成ですか反対ですか、できれば理由も書
　　いてください。
(1) ２年間の在学中を通して連絡をとって、いつでも訪問できるようなホストファミリー制度がよい。
　ア賛成〜 6　理由（交流や友情が深まる　とても楽しい　日本文化や言葉がわかるようになる２　いつでも訪問できると便利）
　イ反対〜１　理由（長く続けると問題がでてくると思う　　　　　　　　　　　　　　　）
(2) 欧米のように留学中にずっと生活全体（住居 ･食事その他）をお世話になるホストファミリー制
　度がよい。
　ア賛成〜３　理由（期待を広める値打ちがある　ホームシックも少なくなる）
　イ反対〜２　理由（自分の住居・食事が自由でいい　ずっと一緒では面白くない）
９．自由記述（ホストファミリー制度についてあなたの意見や感想を書いてください。
　①私が泊まった家庭は中華料理が大好きで、中華料理店で外食して本当にうれしかった。
　②教育的意義に富んだ活動で、今後も続けてください。
　③日本人とおしゃべりをすることはとてもいいことです。メールをしましたが通じなかった。
　④自分がホストファミリーになってみたい。
　⑤まったく違う生活がいい体験になった。
　⑥自分の経験が広がった。
B　調査結果についての考察
　　　ホームステイ実施後に、交流がどのように継続されていくか、どのような新しい交流が誕生
するか、期待感をもっての調査であったが、期待を充たすほどの交流はなされてなく、以下の
ような状況が把握された
　①　手紙のやり取りは１回程度にとどまり、それはお礼を述べる程度のものであっただろうと推
測された。ましてや、再度の訪問はホストから招待のあった２人だけで直接的な交流はほとん
どあっていない。
　　　この理由としては「もう一度訪問したいと思ったが機会がもてなかった」５人で、いつ、ど
のような機会に訪問したらいいのか図りかねる戸惑いがあったものと考えられる。考えられる
機会としては家族の誕生日やクリスマスやお正月をあげているが、判断はいいが実行するまで
に至らなかったということのようである。
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　②　次年度の実施についての意見として、ア対象学生には学年に関係なく１年でもよい、また女
性だけではなく男性でもよい、イ日数や回数については、１泊２日が最適と考えながらも、２
泊３日も可能ではないかと考え、１回だけではなく２回目も設定ほしいという希望も出されて
いる。２回目の設定については検討に値すると考えられる。
　③　日数や回数の拡大をするとしたら、どんなことに期待するかという問いに「ア外国人の考え
方や自国についての理解」が最大で、２番目に「イ日本人の考え方」と「ウ日本語の習得」を
あげている。言葉の習得より文化の相互理解の大切さをあげている点は、これからの実施にあ
たって考えておきたい事項である。
　④　このホームステイ制度の拡大については、地域としては学校周辺の歩いていける範囲雅いい
という者が殆どであるが、２年間の在学中を通して連絡していつでも訪問できるような制度が
よいと大多数が希望している。第１回目以降の継続的な訪問を可能にする方法を考える必要を
感じた。
④　調査６－未経験の１年生（次年度対象学生）対象の調査－
　21 年度の２年生ホームステイの好評な実施結果を受けて、22 年度も実施したいと考え、実施に当
たって、より充実した内容にするために、１年生の意見や要望を把握しておきたいと考え調査した。
A　調査結果
　＜平成 21 年度留学生（1年生）対象のホムステイ調査結果　３８名回答＞
2-1　あなたはホームステイをしてみたいと思いますか。
　　①ホームステイをしてみたい・・・・・・＜　　6人　16%		＞
　　②ホームステイをしてみたくない・・・・＜　　26　		68		　＞
　　③どちらでもよい・・・・・・・・・・・＜　　６　		16		　＞
2-2 １で①（してみたい）と答えた人は、その理由は次のどれですか。＊複数回答あり
　　ア面白そうだから・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・＜　１人　17%＞
　　イいろいろ日本の生活体験ができそうだから・・・・・・・・	＜　６　	100		＞
　　ウ日本語の勉強になりそうだから・・・・・・・・・・・・・＜　４　		67		＞
　　エ日本のことを理解するのに役立ちそうだから・・・・・	・・＜　２　		33		＞
　　オその他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・・＜　　　＞
　(2) １で②（してみたくない）と答えたひとは、その理由は次のどれですか。＊複数回答あり
　　アはずかしいから・・・・・・・・・・・・・・・・・・・＜　５人　19%	＞
　　イ言葉に自信がもてないから・・・・・・・・・・・・・	・＜　７　			27		＞
　　ウ日本人の風俗・習慣を知らないから・・・・・・・・・		・＜１７　			65　＞
　　エ受け入れ家族に嫌われたら困るから・・・・・・・・・・	＜　３					12　＞
　　オその他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　		　）・・＜　０　　　　＞
　　カ無答・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・＜　２　　　	8	　＞
３　ホームステイを実施するとした場合、あなたは次のどの考えに近いですか。＊複数回答あり
　(1) 主としてどんなことに期待しますか、当てはまるものに○をつけなさい。
　　ア日本の家庭料理・・・・・・・・・・・・・・・・＜　　５人　13%	＞
　　イ日本の生活習慣の体験・・・・・・・・・・・・・	＜　１３　		34			＞
　　ウ日本についての会話・・　　・・・・・・・・・	・＜　　２　			5			＞
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　　エ自国（中国・韓国）についての会話・・・・・・・・			＜　　２　			5		＞
　　オその他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）・・＜　　							　＞
　　カ何も期待しない・・・・・・・・・・・・・・・・・＜　　２　			5		＞
　　キ無答・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　＜　２３　		61		＞
(2) 不安があるとしたら、主としてどんな不安がありますか、当てはまるものに○をつけなさい。
　　ア自分の考えを日本語で話して通じるか　・・・・・・・＜　　２人　5%　＞
　　イ日本人家族の話を聞き取ることができるか・・・・・・＜　　２　		5%		＞
　　ウ生活習慣の違いで困ることはないか・・・・・・・・・＜　　５　		13			＞
　　エ日本の家庭料理を食べることができるか・・・・・・・＜　　２　		5				＞
　　オ共通な話題として何を話していいのか・・・・・・・・＜　　８　		21			＞
　　キ何も不安はない・・・・・・・・・・・・・・・	・＜　　１　			3			＞
　　ク無答・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・＜　１７　		45			＞
４　ホームステイの実施についてあなたの意見や要望を書きなさい。
　　・無答　３７人　97%			・意見や要望はありません
B　調査結果に対する考察
　①　ホームステイを希望する留学生は 16%で、意外に少なかった。希望が少ない理由はア日本の
生活習慣を知らないから 45%　イ言葉〔話題も含めて〕に自信がもてないから 9%、という理由で、
本当は希望したいがそれ以上に知識や能力のマイナス面から不安が大きいことが推察される。
　②　ホームステイを実施するとした場合の期待については、日本の生活習慣〔特に家庭料理〕や
日本語習得の体験ができることに期待感が大きい。
　③　ホームステイで抱く不安の要素はア共通話題に何を話したらいいか　イ生活習慣の違いから
くる戸惑いが多く、日本語が通じるかという不安は比較的少なかった。この不安感を考えると、
不安感をいつかどこかで払拭しないかぎりいつまでも付きまとい、前進はないと思われ、だか
らこのホームステイを思い切って不安払拭の機会にほしいと願うところである。
Ⅳ．調査結果から考えられる充実策
１．対象留学生の選定について
　　今年度は初回であり２年生女子に限定し、希望者を募って選定したが、学年男女に関係なく、ホー
ムステイが可能な日本語力や生活態度を身につけている学生には実施のチャンスを与えたいと考
える。
２．地域の拡大について
　　今年度は椎木町に限定して呼びかけたが、歩いていける範囲の母ケ浦町，日野町、新田町程度
まで拡大してもよいと判断した。〔幸いに相浦町内会連合が組織されており、呼びかけることは比
較的に簡単にできるようで、ぜひ発展させたい。〕
３．訪問回数について
　　今年度は１回１泊２日のホームステイを実施し、その後の交流については学校としては何も働
きかけをしなかったが、交流が継続できる何らかの働きかけを工夫したい。
４．日本語及び共通話題について
　　ホームステイで必要となる日本語会話については、一応事前指導をしていたが、想定場面を設
定してのきめ細かな事前指導をすることで、不安感を少しでも少なくしたい。
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　　日本語と関連して、共通話題に困る不安があるようで、この話題についても具体的な話題を事
前に提示して、留学生同士で話し合うような場面が設定できることが望ましいと考えた。
５．経費等について
　　今年度１泊２日で食費や洗濯代の一部補助ということで一人 2000 円（1家庭に 2人なので 4000
円）を届けたが、食事もお客様扱いで豪勢に、また結構いろんな所に車で出かけて（雲仙まで行っ
た者も）見学見物をさせてもらっていた。これに対して留学生自身からは「何もしていないこと
が気になる。」という言葉があったので、次年度からは留学生が手渡せるちょっとした手土産を準
備したい。
６．初年度の今年は円滑に実施できるようにという観点から、実施にからむ事前調査や事後調査に
終わったが、次年度からはこれを深めて、ホームステイで習得したものを分析的にとらえること
も試みたい。
７．将来構想について
　　ホームステイが継続的に実施できるのであれば、これを発展させていくための将来展望をもっ
ていることが大事だと考え構想の試案をたててみた。
　(1)　ホストファミリーの選定を公民館長に一任して、その年度のホストというような形になりそ
うだが、できれば短大協力家庭というような考えから、継続的に留学生を引き受けてくれるよ
うなホストファミリーの設定ができることが望まれる。
　(2)　現在は 1泊 2 日だけで終わっているが、これをかつて在留米軍家庭に 1週間訪問生活してい
たような生活体験のできるホームステイの形態がとれるようにしたい。（この訪問がもとになり、
卒業までに誕生会、クリスマス会、卒業祝賀会などの交流が続いた。）
　(3)　さらに発展的に考えると、ホストが日本における精神的な里親的な立場にまでなってもらえ
たら、これ以上の民間交流はないと考える。　
Ⅴ．まとめ
１　今年度開始したホームステイであったので、問題が起きたり失敗すれば継続できないという思
いから、計画立案から事前準備、実施中の配慮や事後指導まで注意深くこの行事に取り組んだが、
一応成功しそれなりの効果があったという結果になり、喜ばしい限りである。
２　本研究の目的として設定した内容「留学生の教育効果を高めるホームステイ」からは若干はず
れた調査研究となり、教育効果を高めることにどの程度このホームステイが役立ったかという点
は解明できていないが、次年度以降の継続課題として取り組みたいと考える。
３　今年度の実施の反省をふまえて、次年度以降さらに発展的な取り組みができるように努力し、
留学生にもホストファミリーにも喜んでもらえるような充実した行事にしていきたい。
参考文献
・イギリス留学　　　　　　国際文化教育センター　編　三修社
・ホームステイの手引き　　国際文化教育センター　編　明日香出版社
・ホームステイのＡＢＣ　　神部隆子　著　日本交通公社
